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はじめに 

 

 西東京市では、昭和 30 年代、40 年代の人口増加に伴い多くの学校を建設しました。これらの施

設は、今後、一斉に更新時期を迎えることとなりますが、人口が減少していく中、本市の厳しい財

政状況を考慮した、効率的かつ効果的な学校施設の整備・充実が必要となっています。 

また、これからの学校施設の在り方は、教育施設としての機能のみならず、防災・地域コミュニ

ティの拠点としての機能など、児童・生徒、保護者、地域住民等にとっての多面的な機能が求めら

れています。 

 こうしたことから、本市では、学校を取り巻く状況の変化に対応するため、児童・生徒数の推計

等のデータに基づき「西東京市学校施設適正規模・適正配置に関する基本方針」の見直しを行うこ

ととしました。 

 見直しに当たっては、「西東京市学校施設適正規模・適正配置検討懇談会（以下、「懇談会」とい

います。）」を設置し、学識経験者、学校長、保護者、公募市民等による検討を行いました。時代の

変化に対応した新たな基本方針の策定に向けて、今後の児童・生徒数や学級数の推移を踏まえ、地

域ごとの状況に応じた学校施設の適正規模・適正配置の在り方について、懇談会において検討を重

ねてきました。 

 この基本方針は、懇談会からの報告書や、主に行財政改革の視点から提出された西東京市行財政

改革推進委員会の意見書をもとに見直しを行ったものであり、市立小・中学校の規模適正化及び適

正配置に向けて、学校・家庭・地域・行政の四者の連携・協働で取組を推進するために、今後、40

年先を見据えた中長期的な対応について、適正規模・適正配置の基本的な考え方や基準、進め方を

示すものです。 

 また、教育委員会では、本市の公共施設等総合管理計画に基づき、今後、学校施設を対象として、

実際の整備内容や時期、費用等を具体的に示す学校施設個別施設計画を策定していきますが、その

際には、この基本方針の内容に沿って検討を進めていくこととなります。 
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１  学校施設を取り巻く現状と課題 

（１）  これまでの取組 

 西東京市では、大型マンションの建設や宅地開発による特定地域の児童・生徒数の急激な

増加、合併により市境を中心に位置が近接する学校が生じたことによる指定校変更特例措置

制度の解消といった課題に対処するため、平成 20 年 11 月に「西東京市学校施設適正規模・

適正配置に関する基本方針」を策定しました。この方針は、本市に学ぶ子どもたちにとって、

より良い教育環境を実現することを念頭に置きながら、学校施設の規模・配置の適正化につ

いてのおよそ 10 年間の基本的な方針を示したものでした。これ以降、合併後の特例措置の

解消、児童・生徒数の動向を踏まえた通学区域の変更及び学校の増改築の取組を実施し、小

規模化と近接への対応では、平成 26 年度末に泉小と住吉小の統合を実施したほか、いびつ

な通学区域の解消や老朽化に伴う大規模改修、老朽化に伴う学校施設の建替えなどに取り組

んできました。 

 

 しかしながら、依然として児童・生徒数の減少により小規模化する学校や、過去の住宅開

発等により学校施設規模を超える児童・生徒数の増加に直面している学校が存在しています。

児童・生徒数の動向や教育環境の変化を長期的な視点で見据えながら、引き続き本市の学校

施設の規模・配置の適正化に取り組んでいく必要があります。 

 

（２）  西東京市の人口、児童・生徒数の見通し 

 本市の人口は、これまで増加傾向にあり、平成 31 年１月１日現在では 202,817 人となっ

ていましたが、平成 29年 11 月に公表した西東京市人口推計調査報告書によると、今後は減

少傾向で推移し、令和 19 年には 196,516 人と、6,301 人（3.1％）減少することが見込まれ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ 本市の総人口の推移及び推計  
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推計値

2022（令和４）年度

9,780人

2024（令和６）年度

4,244人

2060（令和42）年度

7,980人

2054（令和36）年度

3,431人

 また、本市の児童・生徒数は、今後微増し、児童数は令和４年度に 9,780 人、生徒数は令

和６年度に 4,244 人になりますが、以降は長期的に減少傾向になることが見込まれます。 

 

 今後、児童・生徒数の減少が見込まれる中で、将来を担う子どもにより良い教育環境の整

備と教育の質の充実を図ることは、国の政策においても重要な位置付けとなっています。児

童・生徒の教育条件の改善を中心に据え、学級数の多寡により学習指導面や学校運営面に制

約や課題が生じないよう、教育内容や指導方法の改善の方向性も勘案しつつ、学校施設の規

模・配置の適正化に取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ 本市の児童・生徒数の推移及び推計（※） 

※平成 22年～令和元年：５月１日時点の児童・生徒数（実績値） 

 令和２年～令和 42年：将来推計値 

 

（３）  教育内容の変化 

 AI（人工知能）の進化や「Society 5.0（超スマート社会）」の実現、更なるグローバル化

の進展、「人生 100 年時代」への突入など、近年の社会の変化に伴い、未来の創り手となる子

どもたちに求められる資質・能力も変化しつつあります。国では、単にプログラミング教育

や外国語教育などのスキルを学習するに留まらず、主体的・対話的で深い学び（「アクティ

ブ・ラーニング」の視点）に基づき、子どもたちが自ら課題を発見し、他者と協力し合いな

がら、主体的に学び合う活動など、児童・生徒の意欲や知的好奇心を十分に引き出しながら

教育を実施することが重要としています。 
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 本市においても、今後は、これまでの教育実践の蓄積を引き継ぎつつ、授業を工夫・改善

することを前提とした上で、未来の創り手となる資質・能力を育むため、少人数指導や習熟

度別学習など、多様な教育活動が展開できるよう一定の学校・学級規模を確保することが求

められます。 

 

（４）  施設の更新需要と公共施設再編 

 我が国では、昭和 30 年代から急速な経済発展が進み、多くの公共施設が短期間のうちに

集中的に整備されています。これらの公共施設は、今後、一斉に更新時期を迎えることとな

ります。 

 本市においても同様の状況となっていますが、特に、第二次ベビーブーム世代の増加に伴

って学校施設が集中的に建設され、現在の学校施設規模は、公共施設全体の延床面積のうち

約６割を占めています。 

 これらの学校施設の半数以上が昭和 30～40 年代に建設されたものであり、老朽化が進ん

でいる中で、児童・生徒の安全を確保できるよう、今後、計画的に修繕や更新を行う必要が

あります。 

 本市では、公共施設が一斉に更新時期を迎えるという課題に対応していくため、平成 28 年

度に「公共施設等総合管理計画」を策定しており、厳しい財政状況の下、全ての公共施設の

更新需要に対応することは困難であるとして、公共施設の方向性を「総量抑制」と定めてい

ます。また、公共施設保有量（総延床面積）を令和 15 年度までに 10％削減することを目指

し、公共施設の再編、適正配置・有効活用といった取組が進められています。 

 

 本市の公共施設の約６割を占める学校施設の対策は、本市のまちづくりにとって大きな課

題となっています。安全、安心で質の高い教育環境を確保していくとともに、地域の拠点施

設としての役割が求められている中で、適正規模・適正配置を踏まえ、公共施設の再編と連

携した取組が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ 学校校舎経過年数の割合 
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２  西東京市学校施設適正規模・適正配置に関する基本方針について 

 

２－１  基本方針の位置付け 

 西東京市学校施設適正規模・適正配置に関する基本方針（以下、「基本方針」という。）は、

西東京市総合計画及び西東京市教育計画を踏まえるとともに、西東京市教育計画に基づく各

個別計画や他部門の関連計画と適切な連携を図りながら推進するものです。 

 その上で、基本方針は、市立小・中学校の規模の適正化及び適正配置に向けて、学校・家

庭・地域・行政の四者の連携・協働で取組を推進するために、今後の中長期的な対応につい

て、適正規模・適正配置の基本的な考え方や基準、進め方を示すものです。 

 なお、今後の人口動態により児童・生徒数の推計値が変動する可能性があるため、10年を

目途に時点修正を行うこととします。 

 

２－２  適正規模・適正配置の教育施策上の必要性 

 西東京市教育委員会では、次のとおり教育目標を設定し、さらに、実現に向けて「西東京

市教育計画（平成 31 年（2019）年度～2023 年度）」を策定しています。 

 現行の教育計画は、４つの基本方針に基づき構成され、そのうちの「基本方針３ 持続可

能な社会の創り手を育むための教育環境の充実に向けて」において、施策及び取組事業とし

て「学校施設の適正規模・適正配置の検討」を位置付けています。 

 学校施設の適正規模・適正配置は、教育環境の充実を図る

とともに、子どもたちの生きる力の育成や社会教育の充実に

つながる施策であり、教育計画における多くの施策と関連す

る重要な施策です。本市の実情を踏まえ、文部科学省が平成

27 年に公表した「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置

等に関する手引」、平成 31 年に公表した「小学校施設整備指

針」、「中学校施設整備指針」を基に、基本方針、個別施設計

画に基づき実行していく必要があります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

西東京市教育委員会は、すべての市民が進んで知性、感性を磨き、道徳心や体力を高め、人間性を豊か
にし、国際社会の平和と発展に貢献することを願い、次に掲げる市民の育成を教育目標とします。

また、学校教育及び社会教育を充実し、だれもが生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合うことができる社会
の実現を図ります。

そして、教育は、学校、家庭、地域及び行政が連携し、それぞれが責任を果たして行わなければならないと
の認識に立って、ともに学び・ともに成長し・ともに励ましあう自主的・自発的活動を推進し、すべての市民が
教育に参加することを目指します。

 互いの生命と人格を尊重し、思いやりと規範意識のある市民
 社会の一員として、勤労と責任を重んじ、広く社会に貢献しようとする市民
 自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな市民
 伝統と文化を尊重し、自然と郷土を愛するとともに、環境の保全に寄与する市民

西東京市教育委員会の教育目標

学校施設個別施設計画

■学校施設の全体把握

■老朽化状況の把握
■今後の維持・更新コストの把握

■直近の整備計画の策定

インフラ長寿命化計画（国）

公共施設等総合管理計画（市）

適正規模・適正配置基本方針

⇒学校施設個別施設計画

図 ４ 西東京市教育委員会の教育目標 
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３  適正規模・適正配置の基本的な考え方 

 

３－１  本市の適正規模・適正配置検討・推進のポイント 

 本市の学校施設の適正規模・適正配置について、懇談会報告書において示された以下の５

つのポイントを踏まえて検討、取組を推進していきます。 

 

【ポイント①】教育効果の向上を踏まえた取組 

〇子どもの教育環境の改善を中心に据え、学校規模を検討するとともに、全市的なバランス

や地域の実情を考慮した最適な学校の適正配置を目指すことが重要である。 

 

 

 

【ポイント②】地域との対話による学校づくり 

〇丁寧な情報提供、説明、十分な対話を通して、保護者・地域住民と協働で、活力ある学校

づくりに向けた合意形成を図る必要がある。 

 

 

 

【ポイント③】学校施設に求められる役割 

〇学校教育における義務教育期間の９年間の連続性、多様な指導、地域コミュニティとの関

係性を考慮して検討する必要がある。 

 

 

 

【ポイント④】効果的な教育活動 

〇中長期的に地域の実情や児童・生徒数の実態を踏まえ、それぞれの規模に応じた教育の充

実に向けた方策を検討する必要がある。 

 

 

 

【ポイント⑤】特定課題への対応 

〇学校施設の老朽化と合併以降の課題となっている谷戸小学校と谷戸第二小学校、柳沢小学

校と保谷第二小学校の近接については、将来的な児童数の動向や通学距離等を勘案し、教

育環境の向上や複合化の視点も踏まえながら統廃合も視野に入れて対応を検討する必要

がある。 

 

学校の規模や配置、複合化などを検討する際には、配置バランスや地域の実情を考慮す

るとともに、地域との連携を含め教育効果を向上させる視点を重視していきます。 

小規模校・大規模校のメリット・デメリットを踏まえつつ、保護者や地域住民と十分な

議論を重ねて合意形成を図り、活力ある学校づくりに向けた検討を行います。 

小中一貫教育の取組や多様な学習環境の実現など学校教育施策への対応に加え、生涯学

習や地域コミュニティの拠点としての役割も視野に入れた検討を行います。 

地域コミュニティやまちづくりの状況のほか、児童・生徒数からの学級数の推移を踏ま

えた学校規模に応じて、効果的な教育活動を行うことができる取組の検討を行います。 

近接配置の課題解決を図るため、ひばりが丘中学校跡地の移転用地としての活用や、小

中一貫校、施設複合化、通学区域の見直しなど、多角的な検討を行います。 
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３－２  適正規模・適正配置の基準・視点 

（１）  適正な学校規模の確保 

 子どもたちが、学校における集団生活の中で社会性を身に付け、豊かな人間関係を築くた

めには、全ての学年で学級替えが可能であることが必要となります。さらに、令和２年度以

降の新学習指導要領の全面実施など、今後多様化すると見込まれる教育内容・活動に対応可

能な集団規模の確保、様々な指導方法や授業展開を可能とするための学校規模を確保する必

要があります。 

 

【適正規模・適正配置の基準】 

◆１学年の学級数 

 学校教育法施行規則第 41 条及び第 79 条では、学級数の標準について、小学校、中学校

ともに 12～18 学級（ただし、地域の実態その他により特別の事情のあるときは、この限

りでない）と示しており、１学年当たりに換算すると小学校は２～３学級、中学校は４～

６学級が標準とされています。また、文部科学省が作成した適正規模・適正配置に関する

手引では、中学校における望ましい学級数を９学級以上としています。これらを踏まえ、

本市における１学年当たりの学級数の基準を次のとおりとして検討を進めていきます。 

 

【小学校】 各学年２学級以上 【中学校】 各学年３学級以上 

 

 ※なお、文部科学省では、従来から 25 学級以上の学校を大規模校、31学級以上の学校を過

大規模校とし、過大規模校についてはその解消を図るよう設置者に対して促しています。 

 

◆１学級の児童・生徒数 

 東京都教育委員会が定める東京都公立小学校、中学校、義務教育学校及び中等教育学校

前期課程の学級編制基準では、東京都の公立の小学校、中学校の１学級当たりの児童・生

徒数の基準について、次のとおりであり、西東京市においても同様の基準として検討を進

めていきます。 

 

【小学校】 １、２年生は 35 人、３年生以上は 40 人 

【中学校】 １年生は 35 人、２年生以上は 40人 
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（２）  効率的な学校運営の確保 

 学校運営において、今後多様化すると見込まれる教育内容・活動に対応するには、効率的

な学校運営を可能にする児童・生徒数を維持していくことが必要であり、小規模化や過大規

模化は、財政面、人員配置面から効率性に課題が生じることとなります。従って、学校規模

に問題がある場合には、他校との統廃合や校地の売却処分等、新しい教育課題に対応する資

源の効率的な配分方策を検討する必要があります。また、教育に限らず将来にわたって行政

サービスの維持・向上を図る観点からも、公共施設等総合管理計画で示す指針等に基づいて、

同様の方策を検討する必要があります。  

 

【適正規模・適正配置の視点】 

 児童・生徒数の推計からは、全体としては、年々児童・生徒数が減少していく中、各学

校では増減の波が見られます。また、現在児童数の多い学校の減少幅が大きく、児童数の

少ない学校の減少幅は小さいという傾向が見られます。推計の結果、単学級となる学年が

生じる見込みの学校はありませんが、１クラス当たりの人数が基準を大きく下回る学校が

あることから、施設更新の検討に当たっては、隣接校との通学区域の調整を視野に入れる

とともに、規模や内容の検討を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５ 児童生徒数・学級数の推計 

 

（３）  通学距離及び通学区域の設定 

 義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令では、通学距離について、小

学校は概ね４km 以内、中学校は概ね６km 以内を公立小・中学校施設費の国庫負担対象とな

る学校統合の条件として示されています。 

 通学距離については、上記基準を踏まえながらも、一律に当てはめるのではなく、現在の

学校施設の配置状況を勘案し、通学時における児童・生徒の心身への負担を配慮し検討する

とともに、通学路合同点検等を通じて通学路の安全確保に努めます。 

 また、通学区域の設定に当たっては、全市的な通学距離等のバランスを考慮するとともに、

「小学校と中学校の通学区域の整合性」、「地域コミュニティとの整合」、「幹線道路、河川、

鉄道の線路等の通学環境の安全確保」等の観点に配慮していきます。 
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【取組の視点】 

 現在の通学区域を変更する必要が生じた場合には、検討に当たって「防犯面や交通安全

面で児童の安全を確保できる環境、距離」、「児童・生徒数の特定の学校への偏重の防止」、

「可能な限りの校舎の増改築回避」、「児童・生徒及び保護者にとって分かりやすい区域

割」、「学校周辺地域の状況やコミュニティへの配慮」の視点を考慮し、通学区域変更時の

シミュレーションや地域での検討委員会の設置などにより、十分な調査・検討を行う必要

があります。 

本市では学校選択制度の導入から 15 年以上が経過しており、最寄りの学校に通える、

希望する部活動のある学校に通えるなどの意見があります。一方で、制度の活用による児

童・生徒数の増減により、学級編制や教員の体制面における課題が生じる恐れがあるとと

もに、児童・生徒数の見込みが困難となることから、メリット・デメリットを検証した上

で、制度の見直しも検討する必要があります。 

 

（４）  教育施策等への対応 

 学校施設の適正規模の検討に当たっては、通常の教科指導のほか、習熟度別指導、少人数

指導など、多様な指導方法や学校と地域の連携・協働など、本市が取り組む教育施策への対

応に加え、公共施設等総合管理計画が方向性として示している生涯学習や地域コミュニティ

等の拠点としての周辺施設との複合化も視野に進めることが必要です。 

【取組の視点】 

◆変化する教育環境への対応 

 小学校では令和２年度から、中学校では令和３年度から従来の学習指導要領の改訂によ

る、指導内容が変更されます。改訂された学習指導要領では、主体的・対話的で深い学び

（「アクティブ・ラーニング」の視点）に基づき、子どもたちが自ら課題を発見し、他者と

協力し合いながら、主体的に学び合う活動など、児童・生徒の意欲や知的好奇心を十分に

引き出しながら教育を実施することとしています。その上で、外国語教育やプログラミン

グ教育など、新たな教育手法を示しており、そうした教育手法の変化には、指導上に必要

とする機器や教育空間の変化も伴います。 

 

◆地域との連携・協働 

 平成 29 年４月１日施行の地方教育行政の組織及び運営に関する法律において、地域住

民等の協力を得て、社会総がかりで教育を実現するための制度として、学校運営協議会（コ

ミュニティ・スクール）が新たに規定されました。また、条文において、地方公共団体は

設置に努める必要性が規定されています。 

 同様に、平成 29 年４月１日施行の社会教育法第５条第２項等の追加により、学校を核

とした地域づくりを推進するために、地域学校協働活動についての法整備が行われまし

た。 

 上記の２制度における目的は、学校と地域が互いに連携・協働するための体制づくりで

あり、制度上の組織運営や活動を通した連携・協働により学校や地域活動に還元させるこ

とです。 

本市では、令和３年度以降の制度運用に向けた体制構築を進めています。 
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◆西東京市独自の小中一貫教育 

 本市では、令和２年度から、小学校から中学校への進学時に生じやすい、生活面や学習

面の段差を解消するため、独自の小中一貫教育の取組を実施します。市内一部地域や特定

の学校のみでの取組ではなく、全市的な取組として実施するものであり、具体的には、中

学校教員による出前講座や中学校一斉体験会の実施、算数・数学科及び英語科における小

中一貫カリキュラムの導入、小・中学校間の垣根を越えた生活ルールの導入など、ソフト

面で対応を図っていきます。 

 学級数が基準以下となる小学校と中学校とが隣接している場合などで、近隣の小学校間

又は中学校間の統合などによる適正規模化が困難な場合には、学校区や地域性を考慮しつ

つ、小中一貫校の可能性も検討する必要があります。 

 

（５）  学校施設の有効活用と多機能化、複合化 

 児童・生徒数の減少に伴って余裕教室等の有効活用や学童クラブ、社会教育施設、福祉施

設など他の施設との複合化を検討します。これらの検討に当たっては、各学校の状況や地域

の実情に応じて対応するとともに、施設管理の方法や児童・生徒と利用者の動線を十分に考

慮し、必要な対策を講じます。 

 また、老朽化した学校プールについては、施設更新を前提とするのではなく、民間や公共

のプール施設を活用した水泳指導の在り方について検討を行います。 

 ひばりが丘中学校が令和３年度に新校舎に移転することから、その跡地の移転用地として

の利用など、学校施設の近接配置の課題解決を図るための方策の一つとして検討を行います。 

 

【取組の視点】 

 近年、全国各地において異常気象による災害が発生しており、過去の災害レベルを超え

る災害の発生により、甚大な被害をもたらす災害が増えています。こうした状況において、

災害時の地域の防災拠点また避難施設である学校施設は、本来の設置目的に加え、地域住

民にとって重要な役割を果たすべき施設となっています。 

 また、学校施設は社会教育の普及や子どもたちの安全な遊び場を確保するため、学校教

育に支障のない範囲での施設使用や全市立小学校での放課後子供教室などの取組を進め

ています。 

 他自治体では、本市で実施しているスポーツ利用のほか、社会福祉施設や老人福祉施設、

公民館や図書館機能を備えた複合化施設を整備することにより、他施設機能との交流を進

め、事業内容の拡充を行っている例があります。学校施設を活用し、学校周辺の他の公共

施設を統合することで、既存の地域コミュニティを維持したまま、統廃合することなく公

共施設の総量抑制を図ることも考えられます。 

 学校の適正規模の検討に合わせ、今後は、地域ニーズとの整合性を図りつつ、地域にお

ける学校施設の在り方を検討していく必要があります。 
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（６）  老朽化施設の計画的な更新 

 学校施設は、児童・生徒の学習及び生活の場であり、充実した学校教育及び社会教育活動

を展開できる機能的な施設環境と安全性、防災性、防犯性、衛生的な施設水準を整えること

が必要です。 

 施設の更新に当たっては、統廃合や複合化の検討とともに、将来的な児童・生徒数の減少

により余裕教室が増加する場合を想定し、転用可能な施設設計とともに、ライフサイクルコ

ストの軽減に向けて、将来に発生する改修費用を抑制することができる設計や仕様の検討を

行うこととします。 

 

【取組の視点】 

 今後、一斉に更新時期を迎える学校施設について、施設の劣化状況から長寿命化と建替

えを組み合わせて、更新費用を平準化させていくことも検討する必要があります。 

 これらの検討に当たっては、学校施設の中心となる校舎の建築年数をもとに、児童・生

徒数の推計に基づく学級数の変動見込みと併せて優先順位を決め、対応していく必要があ

ります。 

 また、児童・生徒数の推計からは、全体として減少傾向の中、各学校単位で増加する時

期や減少する時期がみられることから、これらの施設更新に際しては、将来的な転用を考

慮し、スケルトン・インフィル手法などの導入を検討する必要があります。 

 

  



12 
 

４  適正規模・適正配置の取組方針 

 

４－１  個別施設計画の検討 

 前述のとおり、全ての公共施設の更新需要に対応することは困難であり、隣接校との通学

区域の調整、近接校の統合や複合化などを検討するほか、工法として長寿命化と建替えとの

方策を組み合わせて更新費用を平準化させていく視点も必要です。 

 今後、学校施設の個別施設計画における具体的な取組を策定するためには、以下の視点で

検討を進めていく必要があります。 

 

（１）  学級数の推移 

 児童・生徒数の推計から、合計数では年々減少していく傾向にありますが、学校ごとにみ

ると増減の波があり、その年度は学校ごとに異なっています。現在の学級数との差異が生じ

てくる時期を見据えた検討が必要です。 

 なお、推計では学年が単学級となる学校はありませんでしたが、柳沢中学校は令和 42 年

まで、基準としている９学級を下回る見込みとなっています。 

 また、１学級当たりの児童・生徒数が前述した適正規模・適正配置の基準を大きく下回る

学校があり、このような学年が複数ある状態が複数年連続するような学校は、その学校に隣

接する他の学校とともに優先的に検討を開始する必要があります。 

 

【表１ 学級数が基準よりも多い学校・学級数】 

学校名 学級数 見込まれる年度 【参考】令和２年度 

田無小学校 19～24 学級 令和２～22 年度 20 学級 

保谷第一小学校 19～20 学級 令和５～７年度 18 学級 

中原小学校 
19～25 学級 令和２～12 年度 24 学級 

19～20 学級 令和 31～36 年度 24 学級 

向台小学校 
21～27 学級 令和２～９年度 27 学級 

19～24 学級 令和 24～41 年度 27 学級 

碧山小学校 19 学級 令和４～５年度 18 学級 

栄小学校 19～20 学級 令和２～４年度 19 学級 

上向台小学校 
19～22 学級 令和２～８年度 22 学級 

19～20 学級 令和 24～32 年度 22 学級 

けやき小学校 20～21 学級 令和２～５年度 21 学級 

田無第四中学校 19 学級 令和５～７年度 16 学級 

 

【表２ 学級数が基準よりも少ない学校・学級数】 

学校名 学級数 見込まれる年度 【参考】令和２年度 

柳沢中学校 ６～８学級 令和２～42 年度 ６学級 
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【表３ １学級当たりの児童・生徒数が基準を大きく下回る（60%以下）学年がある学校】 

学校名 見込まれる年度 該当する最大学年数と年度 

谷戸小学校 令和２～7、15、16年度 最大２学年（令和４年度） 

本町小学校 令和２、28～39年度 最大４学年（令和 31～37年度） 

住吉小学校 令和２、３、17～42年度 最大４学年（令和 22～42年度） 

 

（２）  施設老朽化の状況 

 学校には、校舎のほか体育館やプールなど、建築年の異なる複数の建築物があります。今

後の適正規模・適正配置の検討に当たっては、床面積が大きく、学校の規模に直結する“校

舎”の経過年数を中心として考えていく必要があります。また、経過年数が 50 年を超えてい

る校舎がある学校が複数あり、これらの学校は優先的に検討を開始する必要があります。 

 劣化診断などから長寿命化対応が可能な学校を検証するとともに、経過年数が同等の学校

との比較により、施設更新の方法を決定していきます。 

  

【表４ 経過年数が 50年以上の校舎がある学校、延べ床面積、経過年数】 

学校名 延床面積 経過年数 

ひばりが丘中学校（校舎１～４） 5,816㎡ 60、37、49、48、48年 

田無第三中学校（校舎１～４） 4,593㎡ 59、58、49、49、36年 

保谷小学校（校舎１～４） 5,760㎡ 53、52、51、42年 

保谷第一小学校（校舎１～６） 4,931㎡ 53、51、42、42、42、41年 

保谷中学校（校舎１～４） 4,598㎡ 52、52、50、35年 

芝久保小学校（校舎１、２） 5,067㎡ 52、51年 

栄小学校（校舎１～４） 4,349㎡ 50、50、48、30年 

向台小学校（校舎１～４） 5,932㎡ 50、50、40、5年 

谷戸小学校（校舎１～５） 4,280㎡ 50、41、41、41、41年 
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（３）  複数校の一体的な検討 

 施設更新は、事業規模が大きく、多額の財政負担が生じることから、学校施設の建替えや

大規模改修等の実施に当たっては、特定の年度に集中することがないよう検討し、予算の平

準化に配慮する必要があります。このことから、上記（１）、（２）双方の側面を勘案し、個々

の学校のみで検討を進めるのではなく、隣接する学校や同期時に建設された学校などを含め

て総合的な視点で優先順位や工法などの内容を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ 一体的な検討のイメージ 

 

  

市立各小・中学校

各学校の学級数の推移から令和42年までの学
校規模の検証し、増減への対応を検討

視点１

校舎の建築年数から長寿命化の可否を検証し、
工法を検討

視点２

隣接校

隣接校

隣接校

 児童・生徒数の増減により現在の学級数か
ら変動が見込まれる場合に、隣接校の状況
を踏まえて対応を検討

 隣接校の状況を踏まえ、工法を検討する
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小規模校隣接校

学校区 学校区

学校区

統
合
前

統
合
後

※：統合後の配置は、統合前の学校
の老朽化状況や学校の設置基準等
を踏まえて検討

規模：小

規模：大

学校区 学校区

学校区 学校区

適正規模へ近づける

調
整
前

調
整
後

● 統合 ● 通学区域の調整

４－２  学校施設の方向性の検討 

 「４－１ 個別施設計画の検討」で示したように、学校規模が適正規模・適正配置の基準

や現状から小規模もしくは大規模になると見込まれる学校については、子ども教育環境の改

善を中心に据え、それぞれ以下の方法で規模・配置の適正化を図ります。 

 

（１）  学級数が基準よりも少ない学校 

 学校規模や隣接する学校間の距離、地域の実情を踏まえ、「統合」及び「通学区域の調整」

を効果的に組合せ、最適な方法を検討します。 

 最適な学校適正配置を検討した結果、小規模校として存続する場合には、規模に応じた教

育の充実方策や、施設更新に際して他の公共施設等との複合化を検討します。 

 

（２）  学級数が基準よりも多い学校 

 25 学級以上の大規模校・過大規模校となる場合には、当該校の校地面積や学校施設等の物

理的条件を考慮し、小規模校と同様の「通学区域の調整」を基本に、学校及び地域の実情に

即した最適な方法を検討します。 

 最適な学校適正配置を検討した結果、大規模校として存続する場合には、教員の追加配置

等による児童・生徒一人ひとりへ目の行き届く環境を整備するほか、施設更新に際しては他

の公共施設等への転用を考慮した設計を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７ 学校規模・配置の適正化の方法イメージ 
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４－３  適正規模・適正配置の取組推進時の留意点 

 文部科学省は、学校施設の適正規模・適正配置の取組を推進するに当たり、次のとおり留

意点を示しています。 

 

項目 概要 

基本的な考え方 

（保護者・地域住民と

の連携による検討） 

・学校は、地域住民から教育に加えて防災、保育、地域の交流の場など様々

な機能を有する施設と見られている。 

・子どもに求められる資質や能力の育成には、多様な人々と関わり、経験を

重ねていく必要があり、また、多様化・複雑化するニーズに対して学校や

行政のみで対応することは困難であることから、学校教育においては保

護者・地域住民等の支えが必要である。 

・近年の教育改革により学校現場の裁量が拡大していく中で、保護者・地域

住民等が学校運営に関わっていくことの重要性が増してきている。 

・学校統合や他の公共施設等との複合化の適否を検討する上では、保護者・

地域住民等の声を重視しつつ、教育上の課題や将来ビジョンを共有し、十

分な理解や協力を得ながら進めることが大切である。 

学校施設の複合化の 

基本的な考え方 

・他の公共施設等を併設している特徴を生かし、他の公共施設等が所有する

施設機能を共有し、学校教育への利活用が可能な施設計画とすることが

重要である。 

・児童・生徒と幼児や高齢者など多様な世代との交流が可能な施設計画とす

ることが重要である。 

・多様な人々が集まるという複合施設としての特徴を生かし、学校の教育活

動等を支える人材を活用することも併せて検討することが重要である。 

課題の可視化と共有 ・一般に、地域住民は小規模校の教育上の課題や学校規模の適正化による教

育条件の改善をイメージすることが困難である。 

・他の公共施設等との複合化においては、児童・生徒や地域住民が安心して

利用できる安全性の確保、互いの施設の活動に支障をきたさない配置や

動線、防音性の確保、利用時間や利用方法のルールなどの情報共有、光熱

水費等の会計区分の明確化や一元化の可否等といった点を総合的に検討

し、計画することが必要である。 

・各市町村においては、標準との比較や現状と統合後、複合化後を比べた場

合の教育活動の可能性について具体的なデータや資料の十分な情報提供

が必要である。 

効果の見通しの共有等 ・課題の可視化と並行して、仮に学校を統合した場合の効果に関する見通し

を先行事例等から研究し、関係者間で共有する必要がある。 

・統合や他の公共施設等との複合化を行うと判断した場合は、期待する効果

を最大化するために必要な取組を十分検討し、保護者・地域住民等と共通

理解を図りつつ、具体的な計画の立案を行うことが期待される。 

統合や複合化を行う場

合の検討体制の工夫 

・統合や他の公共施設等との複合化の適否の判断は行政が一方的に進める

のではなく、課題やビジョンの共有、十分な対話など、地域と学校が両輪

となって学校づくりのプロセスに取り組む必要があり、適切な検討体制

を整備することが極めて重要となる。 

※参考：文部科学省「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」（平成 27 年 1 月）、学校施設の在り方

に関する調査研究協力者会議「学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について」（平成 27 年 11 月） 
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 本市においても、保護者・地域住民への適切な情報公開・連携により、基本方針の考え方

や学校施設の課題・見通しを共有し、十分な意見交換・合意形成の上、取組を推進していき

ます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ 適正規模・適正配置の取組推進のイメージ 

 

 

現状・課題、
見通しの共有

• 学校施設の現状
• 児童・生徒数の見通し
• 学校教育や学校施設の

今後の方向性
など

• 学校や地域の実情・ニーズ
• 望ましい適正規模・適正配

置の方法
など

適正規模・適正配置（案）
の作成

 学校施設の現状・課題、見通し、保護者や地域住民との意見交換結果を踏まえ、教育委
員会が「学校施設適正規模・適正配置（案）」を作成します。

教育委員会

保護者・地域住民

情報提供 意見交換

地域の合意形成

教育委員会

保護者・地域住民

説明・
合意形成

地域協議会
• PTA・保護者会
• 地域代表者

など
協議・

合意形成

• 適正規模・適正配置の方法
• 適正規模・適正配置の実施時期
• 通学区域

など

適正規模・適正配置
の実行

 教育委員会が適正規模・適正配置の方法を決定し、具体的な取組を実行します。
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資料編 

（１）  学校施設配置の状況 

①小学校 

  本市には 18 校の市立小学校があり、谷戸小学校と谷戸第二小学校、柳沢小学校と保谷第

二小学校が近接配置となっており、保谷小学校と本町小学校、東小学校と碧山小学校につい

ても比較的近い位置にあります。 

  通学区域は、向台町・新町地域（向台小学校、上向台小学校、保谷第二小学校）など一部

の地域で見直しを実施していますが、旧田無市、旧保谷市時代にそれぞれ設定された通学区

域をほぼ継続している状況です。また、幹線道路の開通による交通事情の変化が生じている

ほか、鉄道の線路を越える地域が一部存在しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の配置状況 

向台小学校

栄小学校

保谷第一小学校

東小学校

碧山小学校

保谷小学校

住吉小学校

本町小学校

東伏見小学校

保谷第二小学校

柳沢小学校

上向台小学校

芝久保小学校

けやき小学校

中原小学校

田無小学校

谷戸第二小学校

谷戸小学校

・・・鉄道踏切

・・・建築年数が50年以上の校舎がある学校

凡例

・・・建築年数が45年以上50年未満の校舎がある学校

・・・建築年数が40年以上45年未満の校舎がある学校

・・・全ての校舎の建築年数が40年未満の学校

R２、28～39年度
１学級当たりの人数が基準
を大きく下回る学年が生
じると見込まれる

R２・３、17～42年度
１学級当たりの人数が基準
を大きく下回る学年が生
じると見込まれる

R２～７、15・16年度
１学級当たりの人数が基準を大きく下回
る学年が生じると見込まれる

R２～６年度
学級数が25学級以上となり大規模校と
なると見込まれる

R５～７年度
学級数が25学級以上となり大規模校と
なると見込まれる
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   ②中学校 

   本市には９校の市立中学校があり、概ねバランス

よく配置されています。 

田無第二中学校とひばりが丘中学校の近接といび

つな通学区域は、ひばりが丘中学校の施設老朽化に

伴う移転建替に併せ、通学区域の見直しを実施し、

令和３年度から新通学区域となり、課題解消される

こととなっています。 

  また、小学校と同様、幹線道路の開通による交通

事情の変化が生じているほか、鉄道の線路を越える

地域が一部存在している状況にあります。 

中学校の配置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひばりが丘中学校移転後の中学校の配置状況 

田無第三中学校 田無第二中学校

明保中学校

保谷中学校

柳沢中学校

田無第一中学校

田無第四中学校

青嵐中学校

ひ ばりが丘中学校

・・・鉄道踏切

・・・建築年数が50年以上の校舎がある学校

・・・建築年数が45年以上50年未満の校舎がある学校

・・・建築年数が40年以上45年未満の校舎がある学校

・・・全ての校舎の建築年数が40年未満の学校

田無第三中学校

ひ ばりが丘中学校

田無第二中学校

明保中学校

保谷中学校

田無第一中学校

田無第四中学校

青嵐中学校

・・・鉄道踏切

・・・建築年数が50年以上の校舎がある学校

凡例

・・・建築年数が45年以上50年未満の校舎がある学校

・・・建築年数が40年以上45年未満の校舎がある学校

・・・全ての校舎の建築年数が40年未満の学校

柳沢中学校

R２～42年度
学級数が基準よりも少ない
ことが見込まれる（６～８学
級）
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（２）  各学校の児童・生徒数、施設等に関する現状 
【田無小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和 11～19 年度…現在の学級数+３～4 学

級（最大 24学級） 

令和 28～36 年度…現在の学級数△3～6

学級（最小 14学級） 

【保谷小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和９～42 年度…現在の学級数△3～5 学

級（令和 10～42年度は 12学級） 

 

 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 103 101 115 101 95 121 99 112 107 135

2年生 105 103 103 119 104 94 116 101 107 100

3年生 101 102 105 105 119 102 90 114 101 106

4年生 103 104 102 108 106 119 100 90 114 91

5年生 104 104 104 104 108 110 114 100 96 107

6年生 94 102 108 102 104 105 106 115 101 82

合計 610 616 637 639 636 651 625 632 626 621

学級数 18 18 19 19 18 19 19 18 18 19

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

26

【６】
64

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施
・多目的室(2部屋)
・陶芸室、算数教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 147 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

図工室(準備室含む) 2 103 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

音楽室(準備室含む) 2 112 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

家庭科室(準備室含む) 1 148 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 87 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 162 ・書物の貸出 ・書物の貸出

相談室 1 64 ・教育相談 ・教育相談

無

16,460.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,033.00㎡ 1967年 53年

2 校舎2 256.00㎡ 1968年 52年

3 校舎3 768.00㎡ 1969年 51年

4 校舎4 3,703.00㎡ 1978年 42年

5 倉庫 32.00㎡ 1966年 54年

6 プール更衣室 43.00㎡ 1973年 47年

7 プール機械室 26.00㎡ 1977年 43年

8 体育館 814.00㎡ 1972年 48年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 59 51 51 73 73 97 64 95 81 82

2年生 64 60 50 51 74 79 95 65 98 82

3年生 48 63 60 47 52 94 74 96 66 99

4年生 51 47 63 55 48 75 93 75 100 70

5年生 79 51 46 62 56 74 73 93 77 102

6年生 70 82 53 45 61 83 74 75 93 78

合計 371 354 323 333 364 502 473 499 515 513

学級数 12 13 12 13 14 16 14 15 16 16

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

16

【７】
63

・通常授業の実施
・特別指導学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別指導学級の授業の実施
・スキップ教室(3部屋)
・ことばの教室(2部屋)
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 128 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 160 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

家庭科室(準備室含む) 1 132 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 96 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室 1 126 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 130 ・書物の貸出 ・書物の貸出

相談室 1 32 ・教育相談 ・教育相談

図工室(準備室含む) 1 128 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

無
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保谷小学校

児童数 学級数

（人） （学級）

（年）

15,722.70㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 5,301.00㎡ 1978年 42年

2 校舎2 1,075.52㎡ 2018年 2年

3 倉庫1 2.06㎡ 2018年 2年

4 倉庫2 2.06㎡ 2018年 2年

5 倉庫3 6.42㎡ 2018年 2年

6 倉庫4 6.42㎡ 2018年 2年

7 倉庫5 6.42㎡ 2018年 2年

8 プール更衣室 162.00㎡ 1989年 31年

9 体育倉庫 38.80㎡ 2018年 2年

10 渡り廊下 30.97㎡ 2018年 2年

11 体育館 934.00㎡ 1970年 50年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称



21 
 

【保谷第一小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和 28～33 年度…現在の学級数△3～4

学級 

令和 36年度以降は 18学級で推移 

【保谷第二小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42年度…12～15学級の間で推移 

 

  

11,767.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,851.00㎡ 1967年 53年

2 校舎2 347.00㎡ 1969年 51年

3 校舎3 1,719.00㎡ 1978年 42年

4 校舎4 214.00㎡ 1978年 42年

5 校舎5 401.00㎡ 1978年 42年

6 校舎6 399.00㎡ 1979年 41年

7 体育倉庫 33.00㎡ 1970年 50年

8 倉庫 32.96㎡ 1972年 48年

9 給食棟 364.00㎡ 1967年 53年

10 給食倉庫 6.00㎡ 1971年 49年

11 プール更衣室 70.00㎡ 1979年 41年

12 灯油庫 11.00㎡ 1979年 41年

13 体育館1 480.00㎡ 1966年 54年

14 体育館2 8.00㎡ 1975年 45年

15 体育館3 140.00㎡ 1976年 44年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 73 71 77 70 73 101 92 93 99 79

2年生 74 70 72 76 71 78 105 92 87 99

3年生 68 74 68 68 75 74 80 106 92 89

4年生 71 68 75 70 68 76 74 80 109 97

5年生 75 70 70 74 70 72 77 74 78 109

6年生 89 75 72 72 75 71 73 78 76 79

合計 450 428 434 430 432 472 501 523 541 552

学級数 13 12 14 13 14 14 14 15 16 17

年

12,300.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,274.00㎡ 1975年 45年

2 校舎2 3,878.00㎡ 1975年 45年

3 体育倉庫 37.00㎡ 1976年 44年

4 倉庫1 10.00㎡ 1971年 49年

5 倉庫2 9.00㎡ 1975年 45年

6 プール更衣室 43.00㎡ 1973年 47年

7 プール機械室 25.00㎡ 1973年 47年

8 体育館 800.00㎡ 1976年 44年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 79 75 60 89 71 76 83 69 75 78

2年生 84 79 78 66 86 70 76 81 72 78

3年生 80 83 77 77 66 87 70 76 81 72

4年生 102 82 87 84 78 66 87 69 77 82

5年生 83 106 80 87 82 78 65 90 72 77

6年生 88 82 107 82 86 85 79 63 89 72

合計 516 507 489 485 469 462 460 448 466 459

学級数 17 18 15 16 16 15 15 14 14 15

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

15

【7】
60 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・児童会室、算数教室、学習室
・郷土資料室
・外国語教室

理科室(準備室含む) 1 132 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

生活科室 1 60 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業

音楽室 1 166 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 2 125 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 129 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 114 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 137 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 22 ・教育相談 ・教育相談

無

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

17

【５】
64

・通常授業の実施
・特別指導学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別指導 学級の授業の実施
・多目的ホール
・算数教室

理科室(準備室含む) 1 132 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 163 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 153 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 132 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室(準備室含む) 1 143 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 143 ・書物の貸出 ・書物の貸出

相談室 1 39 ・教育相談 ・教育相談

無
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【谷戸小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42年度…12～13学級の間で推移 

令和２～７年度、15～16 年度は１学級当たり

人数60％以下の学級が生じる。 

【東伏見小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和 11～24 年度…現在の学級数＋3～５学

級（最大 18学級） 

 

  

13,986.91㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,524.00㎡ 1970年 50年

2 校舎2 1,346.00㎡ 1979年 41年

3 校舎3 1,295.00㎡ 1979年 41年

4 校舎4 31.00㎡ 1979年 41年

5 校舎5 84.00㎡ 1979年 41年

6 給食棟 413.00㎡ 1979年 41年

7 図書室 132.00㎡ 2008年 12年

8 倉庫1 39.00㎡ 1971年 49年

9 倉庫2 20.00㎡ 1995年 25年

10 プール更衣室・便所 62.00㎡ 1977年 43年

11 プール機械室 11.00㎡ 1995年 25年

12 機械室 3.00㎡ 1979年 41年

13 体育館 909.00㎡ 1973年 47年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 73 69 63 75 58 63 64 44 55 46

2年生 85 73 69 64 77 57 63 60 42 57

3年生 85 82 71 71 65 76 59 61 60 41

4年生 94 87 82 73 72 63 79 59 61 66

5年生 91 92 85 86 72 72 62 76 59 60

6年生 58 90 92 87 86 72 74 62 76 62

合計 486 493 462 456 430 403 401 362 353 332

学級数 16 16 15 15 14 12 12 12 12 12

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

12

【８】
61

・通常授業の実施
・特別指導学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・通級指導学級
・少人数教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 144 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 144 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 144 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 144 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 96 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 132 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 18 ・教育相談 ・教育相談

無

15,551.88㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,097.00㎡ 1971年 49年

2 校舎2 1,379.00㎡ 1981年 39年

3 校舎3 3,707.00㎡ 1981年 39年

4 体育倉庫 35.00㎡ 1981年 39年

5 プール更衣室 48.80㎡ 1974年 46年

6 プール機械室 18.00㎡ 1978年 42年

7 体育館 798.00㎡ 1970年 50年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 81 86 61 58 51 68 59 71 61 64

2年生 56 78 83 61 55 53 69 58 73 61

3年生 68 60 80 81 64 54 54 68 57 72

4年生 75 69 57 77 86 65 54 50 67 57

5年生 85 77 68 59 74 83 65 53 51 68

6年生 71 85 76 65 63 73 83 67 53 52

合計 436 455 425 401 393 396 384 367 362 374

学級数 14 15 13 12 13 13 13 13 13 12

年

教室名 教室数

平均

面積

(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

12

【13】
61

・通常授業の実施
・特別指導学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室、通級指導学級教室
・学習室、郷土資料室、多目的室
・少人数教室、児童会室
・ランチルーム、ミシン室

理科室 1 151 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

生活科室 1 61 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業

音楽室(準備室含む) 2 139 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室 1 151 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 129 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 97 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 120 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 28 ・教育相談 ・教育相談

無
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【中原小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 
【現在の学級数との比較】 

令和 11～16 年度…現在の学級数△４～６学

級 

令和17～22年度…現在の学級数△７～９学

級 

令和23～42年度…現在の学級数△４～６学

級（18～20学級で推移） 

【向台小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和７～９年度…現在の学級数△４～６学級 

令和10～32年度…現在の学級数△７～９学

級（18～20学級で推移） 

令和33～42年度…現在の学級数△３～９学

級 

 

  

14,265.08㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎 10,004.86㎡ 2018年 2年

2 駐輪場 27.16㎡ 2018年 2年

3 ポンプ室 6.00㎡ 2018年 2年

4 屋外倉庫棟 110.04㎡ 2018年 2年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 157 126 127 122 134 128 107 131 128 131

2年生 139 161 125 129 125 137 130 111 137 123

3年生 125 144 162 123 129 126 141 135 117 136

4年生 130 128 145 159 121 131 122 141 138 114

5年生 100 134 127 148 162 123 131 128 143 128

6年生 114 100 139 128 147 163 125 132 131 136

合計 765 793 825 809 818 808 756 778 794 768

学級数 22 23 23 23 23 22 21 22 23 23

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

30

【3】
66 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施
・多目的室
・算数教室

理科室(準備室含む) 2 153 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室 2 153 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 170 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室 1 200 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室(準備室含む) 1 127 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

相談室 1 27 ・教育相談 ・教育相談

図書室(準備室含む) 1 168 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

ー

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 97 123 119 130 148 162 161 156 178 132

2年生 124 111 129 118 132 153 159 158 155 176

3年生 86 133 113 126 119 129 153 157 156 157

4年生 117 91 135 115 131 118 130 152 159 157

5年生 111 126 92 135 118 138 121 129 155 158

6年生 109 120 125 92 134 121 140 121 128 158

合計 644 704 713 716 782 821 864 873 931 938

学級数 19 21 22 22 23 25 25 26 27 25

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

25

【7】
63 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室(日本語教室)
・少人数教室
・資料室、多目的室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 180 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 135 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 135 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 135 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 126 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 105 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 19 ・教育相談 ・教育相談

無
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向台小学校

児童数 学級数

（人） （学級）

（年）

13,487.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,575.00㎡ 1970年 50年

2 校舎2 135.00㎡ 1970年 50年

3 校舎3 3,079.00㎡ 1980年 40年

4 校舎4 1,143.00㎡ 2015年 5年

5 体育倉庫 25.00㎡ 1997年 23年

6 倉庫1・2 21.06㎡ 2015年 5年

7 物置1・2 9.14㎡ 2015年 5年

8 プール更衣室・便所 50.00㎡ 1995年 25年

9 プール機械室 56.00㎡ 1995年 25年

10 体育館 817.00㎡ 1973年 47年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称
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【碧山小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和20～34年度…現在の学級数△３～４学

級（14～15学級で推移） 

令和 35～42 年度…現在とほぼ同様の学級

数（17～18学級で推移） 

【芝久保小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和９～42 年度…現在の学級数△４学級

（12学級で推移） 

 

  

13,404.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,197.00㎡ 1994年 26年

2 校舎2 2,625.00㎡ 1994年 26年

3 校舎3 1,942.00㎡ 1994年 26年

4 渡廊下 18.00㎡ 1994年 26年

5 陶芸小屋 15.00㎡ 1994年 26年

6 図書室 169.00㎡ 2006年 14年

7 図書室渡廊下 62.00㎡ 2006年 14年

8 体育倉庫 32.00㎡ 1995年 25年

9 体育館1 480.00㎡ 1967年 53年

10 体育館2 8.00㎡ 1975年 45年

11 体育館3 159.00㎡ 1978年 42年

12 体育館4 38.00㎡ 1978年 42年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 122 91 109 81 83 104 95 87 103 79

2年生 73 120 86 105 83 83 103 99 91 101

3年生 108 74 125 84 106 80 85 105 95 90

4年生 82 107 71 124 83 107 81 88 107 96

5年生 81 77 109 69 121 83 111 84 88 108

6年生 108 80 77 110 69 123 84 113 85 85

合計 574 549 577 573 545 580 559 576 569 559

学級数 18 17 18 18 18 18 18 18 18 18

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

18

【3】
60 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・多目的室
・少人数教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 130 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 165 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 167 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 133 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 108 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 177 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 30 ・教育相談 ・教育相談

無

15,123.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 2,133.00㎡ 1968年 52年

2 校舎2 2,934.00㎡ 1969年 51年

3 給食棟 256.00㎡ 1969年 51年

4 倉庫 19.00㎡ 1969年 51年

5 体育倉庫 25.00㎡ 1997年 23年

6 プール更衣室・便所 62.00㎡ 1977年 43年

7 プール機械室 20.00㎡ 1997年 23年

8 体育館 822.00㎡ 1972年 48年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 66 59 72 82 69 76 73 64 79 65

2年生 61 65 59 70 77 68 76 73 62 80

3年生 73 64 62 60 72 77 69 75 73 65

4年生 57 73 65 63 55 73 77 69 73 75

5年生 53 56 73 64 64 53 74 79 71 77

6年生 51 54 53 72 64 65 53 74 78 73

合計 361 371 384 411 401 412 422 434 436 435

学級数 12 12 13 13 13 13 14 13 13 13

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

13

【6】
63

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室、少人数教室
・ことばの教室、研修室
・多目的室、児童会室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 166 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 192 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 153 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 153 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 127 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 159 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 64 ・教育相談 ・教育相談

無
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【栄小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和18～33年度…現在の学級数△３～５学

級（14～16学級で推移） 

令和 34～42 年度…現在の学級数△１学級

（18学級で推移） 

【谷戸第二小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和37～42年度…現在の学級数△３～４学

級（14～15学級で推移） 

 

  

10,180.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,996.00㎡ 1970年 50年

2 校舎2 1,628.00㎡ 1970年 50年

3 校舎3 713.00㎡ 1972年 48年

4 校舎4 12.00㎡ 1990年 30年

5 給食室 30.00㎡ 1997年 23年

6 体育倉庫 33.00㎡ 1970年 50年

7 物置 33.00㎡ 1970年 50年

8 プール更衣室 78.00㎡ 1971年 49年

9 灯油庫 9.00㎡ 1971年 49年

10 体育館 803.00㎡ 1974年 46年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 67 85 87 83 101 81 111 99 98 98

2年生 99 69 91 92 82 100 82 109 104 98

3年生 83 101 67 94 92 81 99 84 115 103

4年生 89 87 104 67 93 90 85 101 88 114

5年生 72 94 88 110 65 93 87 88 103 91

6年生 81 71 97 89 109 63 93 89 90 104

合計 491 507 534 535 542 508 557 570 598 608

学級数 16 16 17 17 17 17 19 19 18 18

年
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栄小学校

児童数 学級数

（人） （学級）

（年）

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

18

【4】
61

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・算数教室
・多目的室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 120 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 168 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 137 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室 2 81 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 76 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 168 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 64 ・教育相談 ・教育相談

無

13,587.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1・給食室 2,147.00㎡ 1972年 48年

2 校舎2 126.00㎡ 1976年 44年

3 校舎3 2,328.00㎡ 1972年 48年

4 倉庫1 35.00㎡ 1972年 48年

5 倉庫2 40.00㎡ 1982年 38年

6 倉庫3 36.00㎡ 1982年 38年

7 プール更衣室 74.00㎡ 1972年 48年

8 機械室 4.00㎡ 1982年 38年

9 体育館 786.00㎡ 1972年 48年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 76 61 96 87 88 95 93 114 73 88

2年生 90 76 63 94 84 91 97 91 113 74

3年生 73 91 77 69 95 86 93 102 86 115

4年生 87 74 88 71 66 96 87 98 104 85

5年生 99 88 74 87 69 75 95 89 96 105

6年生 94 97 94 79 86 69 76 98 90 96

合計 519 487 492 487 488 512 541 592 562 563

学級数 16 15 15 15 16 16 17 19 19 18

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

18

【2】
63 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・算数教室
・多目的室

理科室(準備室含む) 1 143 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 149 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 149 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 134 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 110 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 166 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 31 ・教育相談 ・教育相談

無
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【東小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和７～21 年度…現在の学級数+２～４学級

（16～18学級で推移） 

【柳沢小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和５～42 年度…現在の学級数△３～４学

級（12～13学級で推移） 

 

  

10,777.44㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 3,177.00㎡ 1974年 46年

2 校舎2 932.00㎡ 1974年 46年

3 倉庫 15.00㎡ 1974年 46年

4 物置 44.00㎡ 1975年 45年

5 体育倉庫 42.00㎡ 1975年 45年

6 体育館 757.00㎡ 1975年 45年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 34 59 55 46 66 55 74 91 59 71

2年生 48 33 60 54 48 64 58 77 95 56

3年生 71 50 36 56 57 48 65 61 77 91

4年生 47 71 51 36 57 60 49 68 59 76

5年生 55 47 74 52 37 57 66 49 66 56

6年生 56 55 49 71 53 37 58 67 49 59

合計 311 315 325 315 318 321 370 413 405 409

学級数 11 11 11 11 11 11 13 14 13 14

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

18

【6】
60

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室(プレイルーム)
・算数教室
・多目的室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 126 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 132 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 2 141 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 125 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 122 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 119 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 30 ・教育相談 ・教育相談

無

13,005.60㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 2,604.00㎡ 1975年 45年

2 校舎2 1,565.00㎡ 1975年 45年

3 校舎3 916.00㎡ 1975年 45年

4 倉庫 44.00㎡ 1975年 45年

5 プール機械室 13.00㎡ 1975年 45年

6 体育館 768.00㎡ 1976年 44年

※経過年数は2020年末時点

建物名称

敷地面積： 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 64 66 64 64 76 87 83 76 83 78

2年生 55 67 62 63 65 78 89 82 79 75

3年生 65 57 68 66 61 64 78 93 82 72

4年生 70 64 59 67 65 61 66 79 90 75

5年生 76 73 67 55 69 65 61 66 81 86

6年生 76 76 75 69 55 67 67 60 68 73

合計 406 403 395 384 391 422 444 456 483 459

学級数 12 12 12 12 13 13 14 14 14 15

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

21

【7】
64

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・少人数教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 148 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 148 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 148 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 148 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 70 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 148 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 36 ・教育相談 ・教育相談

無
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【上向台小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和６～23、32～42 年度…現在の学級数

△３～４学級（18～19学級で推移） 

【本町小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42 年度…現在の学級数と同様（12

学級で推移） 

令和２、28～39 年度は１学級当たり人数

60％以下の学級が生じる。 

 

  

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 145 143 109 146 148 118 135 152 126 112

2年生 149 141 141 109 146 144 119 133 151 127

3年生 140 150 144 140 110 150 146 117 134 146

4年生 141 141 147 146 143 109 147 149 116 132

5年生 151 137 139 148 147 143 110 147 146 119

6年生 125 150 139 140 148 144 144 111 147 143

合計 851 862 819 829 842 808 801 809 820 779

学級数 24 24 25 25 25 24 23 23 24 23

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

23

【5】
64 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・算数教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 166 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 166 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 162 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 155 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 108 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 162 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 23 ・教育相談 ・教育相談

無

9,691.11㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎 4,733.00㎡ 1979年 41年

2 体育器具庫 32.00㎡ 1979年 41年

3 物置 32.00㎡ 1979年 41年

4 ポンプ室 9.00㎡ 1979年 41年

5 体育館 804.00㎡ 1979年 41年

※経過年数は2020年末時点

建物名称

敷地面積：
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 62 64 44 40 47 49 47 55 53 60

2年生 61 66 60 43 43 46 48 46 57 53

3年生 49 59 62 58 48 47 44 49 47 54

4年生 68 48 58 54 60 48 47 44 52 51

5年生 44 69 49 60 59 62 47 48 47 52

6年生 62 42 69 50 62 61 61 46 49 47

合計 346 348 342 305 319 313 294 288 305 317

学級数 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

12

【５】
60 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・算数教室、英語教室
・郷土資料室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 144 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 146 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 146 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 144 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室 1 108 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 110 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 19 ・教育相談 ・教育相談

無
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本町小学校

児童数 学級数

（人） （学級）

（年）

14,410.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 4,158.00㎡ 1978年 42年

2 校舎2 1,248.00㎡ 1978年 42年

3 校舎3 818.12㎡ 2009年 11年

4 給食棟 65.24㎡ 2009年 11年

5 体育館渡り廊下 50.00㎡ 1979年 41年

6 渡り廊下 88.80㎡ 2009年 11年

7 物置 4.87㎡ 2009年 11年

8 倉庫 12.89㎡ 2009年 11年

9 図工室渡り廊下 35.42㎡ 2009年 11年

10 ポンプ室 13.00㎡ 1978年 42年

11 体育館1 931.00㎡ 1979年 41年

12 体育館2 42.00㎡ 1979年 41年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称
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【住吉小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42 年度…現在の学級数と同様（12

学級で推移） 

令和２～３年度、令和 17～42 年度は１学級

当たり人数60％以下の学級が生じる。 

【けやき小学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和６～42 年度…現在の学級数△３～４学

級（17～18学級で推移） 

 

  

11,374.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 2,348.00㎡ 1978年 42年

2 校舎2 2,208.00㎡ 1978年 42年

3 校舎3 930.00㎡ 1980年 40年

4 給食棟 200.00㎡ 1984年 36年

5 倉庫 29.00㎡ 1978年 42年

6 体育倉庫 33.00㎡ 1978年 42年

7 ポンプ室 5.00㎡ 1978年 42年

8 体育館 840.00㎡ 1979年 41年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 57 48 39 50 65 54 56 60 63 59

2年生 49 59 50 38 55 70 52 57 62 65

3年生 61 45 58 50 38 59 70 52 58 65

4年生 48 62 46 58 50 49 54 68 54 60

5年生 37 47 58 45 58 61 49 54 70 55

6年生 50 38 47 58 45 70 63 51 54 73

合計 302 299 298 299 311 363 344 342 361 377

学級数 11 11 12 12 11 12 12 12 12 12

年

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 105 84 103 98 92 92 99 122 123 98

2年生 103 103 86 101 93 94 92 98 122 120

3年生 112 103 105 89 100 91 93 90 101 125

4年生 106 111 100 109 89 100 95 94 87 105

5年生 117 104 110 98 109 87 100 96 94 83

6年生 138 118 103 112 96 110 90 98 97 93

合計 681 623 607 607 579 574 569 598 624 624

学級数 19 18 18 18 18 18 18 19 20 20

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

12

【7】
60

・通常授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室、少人数教室
・多目的ホール、児童会室
・記念資料室、英語教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 139 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 138 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 1 139 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 139 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室(準備室含む) 1 138 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 138 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 37 ・教育相談 ・教育相談

生活科室 1 63 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業

無

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

20

【7】
64

・通常授業の実施
・通常授業の実施
・特別支援教室
・少人数教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 1 203 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 2 121 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

図工室(準備室含む) 2 124 ・工作を伴う図工の授業 ・工作を伴う図工の授業

家庭科室(準備室含む) 1 291 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室(準備室含む) 1 107 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 239 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 19 ・教育相談 ・教育相談

生活科室 1 67 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業 ・身近な人々や自然との関わり方を学ぶ授業

視聴覚室 1 374 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

無
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けやき小学校

児童数 学級数

（人） （学級）

（年）

17,943.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 4,145.00㎡ 2003年 17年

2 体育館 1,112.00㎡ 2003年 17年

3 校舎2 8,350.00㎡ 2003年 17年

4 倉庫 66.00㎡ 2003年 17年

5 ゴミ置場 43.25㎡ 2003年 17年

6 ゴミ置場 11.00㎡ 2003年 17年

7 陶芸小屋 30.18㎡ 2003年 17年

8 便所 32.00㎡ 2003年 17年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称
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【田無第一中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和12、16～34、36～42年度…現在の学

級数△２～３学級（13～14学級で推移） 

【保谷中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42年度…13～16学級の間で推移 

 

  

13,170.38㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 2,294.00㎡ 1973年 47年

2 校舎2 2,107.00㎡ 1973年 47年

3 校舎3 1,615.00㎡ 1973年 47年

4 渡り廊下1 14.00㎡ 1974年 46年

5 渡り廊下2 29.00㎡ 1974年 46年

6 倉庫1 21.00㎡ 2012年 8年

7 倉庫2 4.00㎡ 2012年 8年

8 給食用エレベータ棟 46.00㎡ 2012年 8年

9 プール附属室 62.00㎡ 1973年 47年

10 便所 6.00㎡ 1987年 33年

11 体育館1 1,044.00㎡ 1974年 46年

12 体育館2 126.00㎡ 1974年 46年

13 プール薬品庫 4.00㎡ 1994年 26年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 199 175 220 187 213 195 214 204 202 209

2年生 168 196 172 222 188 213 197 212 205 189

3年生 170 169 200 177 224 186 215 203 211 203

合計 537 540 592 586 625 594 626 619 618 601

学級数 14 15 15 16 17 17 17 17 17 17

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

21

【2】
64

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・生徒会室
・学習室

理科室(準備室含む) 2 149 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 2 142 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 3 99 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備室含む) 2 131 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 3 102 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 66 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 129 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(資料室含む) 1 220 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 2 28 ・教育相談、進路相談 ・教育相談、進路相談

無

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 195 178 177 189 175 173 181 184 184 164

2年生 189 199 177 180 194 179 172 183 185 175

3年生 188 193 197 177 181 195 175 171 183 171

合計 572 570 551 546 550 547 528 538 552 510

学級数 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

21

【2】
63

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・多目的室
・フリールーム

理科室(準備室含む) 2 121 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 2 94 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 2 85 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備室含む) 2 121 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 121 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 63 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 135 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(資料室含む) 1 126 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 16 ・教育相談、進路相談 ・教育相談、進路相談

無
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保谷中学校

生徒数 学級数

（人） （学級）

（年）

12,833.46㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 3,128.00㎡ 1968年 52年

2 校舎2 324.00㎡ 1968年 52年

3 校舎3 666.00㎡ 1970年 50年

4 校舎4 480.00㎡ 1985年 35年

5 給食用エレベータ棟 43.00㎡ 2012年 8年

6 倉庫 27.00㎡ 1985年 35年

7 体育倉庫 46.00㎡ 2012年 8年

8 体育館 2,679.04㎡ 2008年 12年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称
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【田無第二中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42年度…12～15学級の間で推移 

【ひばりが丘中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42年度…12～16学級の間で推移 

 

  

18,013.14㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎 5,579.00㎡ 1975年 45年

2 倉庫1 3.00㎡ 1966年 54年

3 倉庫2 19.00㎡ 1970年 50年

4 倉庫3 50.00㎡ 1975年 45年

5 倉庫4 16.00㎡ 2012年 8年

6 倉庫5 9.00㎡ 2012年 8年

7 倉庫6 6.00㎡ 2012年 8年

8 給食用エレベータ棟 34.00㎡ 2012年 8年

9 プール附属棟 168.00㎡ 1990年 30年

10 便所 14.00㎡ 1978年 42年

11 機械室 7.00㎡ 1975年 45年

12 陶芸小屋 27.00㎡ 1975年 45年

13 体育館 905.00㎡ 1966年 54年

※経過年数は2020年末時点

建物名称

敷地面積： 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 134 122 170 164 145 138 117 116 143 177

2年生 122 134 124 172 169 146 138 117 117 144

3年生 99 123 134 124 170 165 145 137 118 116

合計 355 379 428 460 484 449 400 370 378 437

学級数 11 12 13 14 14 13 12 11 10 12

年

18,362.76㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 2,132.00㎡ 1960年 60年

2 校舎玄関部分 30.00㎡ 1983年 37年

3 校舎2 1,492.00㎡ 1971年 49年

4 校舎3 256.00㎡ 1972年 48年

5 校舎4 1,906.00㎡ 1972年 48年

6 体育倉庫1 47.00㎡ 1972年 48年

7 体育倉庫2 42.00㎡ 2001年 19年

8 体育倉庫3 42.00㎡ 2012年 8年

9 給食用エレベータ棟 34.00㎡ 2012年 8年

10 プール更衣室 58.00㎡ 1972年 48年

11 プール機械室 13.00㎡ 1964年 56年

12 体育館 1,181.00㎡ 1971年 49年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 151 172 112 169 158 193 197 183 152 118

2年生 193 153 173 114 168 161 188 196 184 153

3年生 152 192 155 176 114 173 159 190 197 185

合計 496 517 440 459 440 527 544 569 533 456

学級数 13 14 12 13 13 16 15 16 15 13

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

13

【7】
63 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・生徒会室
・多目的室
・学習室
・算数教室

理科室(準備室含む) 2 127 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 2 148 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 1 135 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備室含む) 2 154 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 124 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 94 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 138 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(資料室含む) 1 83 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 63 ・教育相談、進路相談 ・教育相談、進路相談

ー

456 456 440 413 389 369 369 382 
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ひばりが丘中学校

生徒数 学級数

（人） （学級）

（年）

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

12

【6】
61 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・通級指導学級
・生徒会室
・英語教室
・第１、２、３少人数教室

理科室(準備室含む) 2 163 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 2 133 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 2 115 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備・工具室含む) 1 174 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 126 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 61 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 106 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(資料室含む) 1 212 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 30 ・教育相談、進路相談 ・教育相談、進路相談

無
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【田無第三中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和５～６年度…現在の学級数+２学級（13

学級で推移） 

【青嵐中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和４～５、８～９年度…現在の学級数+２学

級（16学級で推移） 

 

  

15,779.00㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,906.00㎡ 1961年 59年

2 校舎2 1,635.00㎡ 1962年 58年

3 校舎玄関部分 16.00㎡ 1971年 49年

4 校舎3 809.00㎡ 1971年 49年

5 校舎4 227.00㎡ 1984年 36年

6 倉庫1 25.00㎡ 1994年 26年

7 倉庫2 34.00㎡ 2011年 9年

8 倉庫3 82.00㎡ 1971年 49年

9 給食用エレベータ棟 31.00㎡ 2011年 9年

10 便所 8.00㎡ 2011年 9年

11 プール附属室 11.00㎡ 1971年 49年

12 プール更衣室 50.00㎡ 1971年 49年

13 プール機械室 5.00㎡ 2011年 9年

14 ポンプ室 7.00㎡ 1961年 59年

15 体育館 912.00㎡ 1968年 52年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 141 143 110 106 134 121 112 100 118 126

2年生 114 142 144 111 105 133 121 111 100 117

3年生 125 113 146 143 111 106 134 122 110 101

合計 380 398 400 360 350 360 367 333 328 344

学級数 11 11 11 11 10 11 12 10 10 10

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

10

【7】
63 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・生徒会室
・少人数教室
・ランチルーム

理科室(準備室含む) 2 108 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 94 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 2 94 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備室含む) 2 112 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 112 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 63 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 85 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(準備室含む) 1 155 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 63 ・教育相談 ・教育相談

進路資料・指導室 1 63 ・進路相談 ・進路相談

無

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 120 149 144 150 150 163 125 162 156 147

2年生 131 124 151 144 152 152 169 126 162 148

3年生 176 133 127 154 145 154 156 169 128 152

合計 427 406 422 448 447 469 450 457 446 447

学級数 13 12 12 13 13 13 12 12 12 13

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

18

【9】
77

・通常授業の実施
・特別支援学級の授業の実施

・通常授業の実施
・特別支援教室
・生徒会室
・多目的室
・学年室、学習室

理科室(準備室含む) 2 140 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室・楽器庫含む) 2 151 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 1 169 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備室含む) 2 140 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 140 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 112 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 121 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 192 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 20 ・教育相談 ・教育相談

進路資料・指導室 1 19 ・進路相談 ・進路相談

無
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青嵐中学校

生徒数 学級数

（人） （学級）

（年）

17,004.50㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎 10,297.35㎡ 2007年 13年

2 体育倉庫 54.00㎡ 2007年 13年

3 便所 20.40㎡ 2007年 13年

4 ごみ置場 11.44㎡ 2007年 13年

5 ポンプ室 8.00㎡ 2007年 13年

6 体育館 2,866.61㎡ 2007年 13年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称
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【柳沢中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42年度…6～8学級の間で推移 

【田無第四中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和４～10 年度…現在の学級数+１～３学級

（17～19学級で推移） 

 

  

13,831.30㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 1,314.00㎡ 1972年 48年

2 校舎2 1,076.00㎡ 1972年 48年

3 校舎3 1,427.00㎡ 1972年 48年

4 プール更衣室1 37.00㎡ 1972年 48年

5 プール更衣室2 25.00㎡ 1972年 48年

6 校舎4 1,187.00㎡ 1986年 34年

7 渡り廊下 56.00㎡ 1986年 34年

8 給食用エレベータ棟 32.00㎡ 2012年 8年

9 体育倉庫 51.00㎡ 2012年 8年

10 便所 9.00㎡ 2012年 8年

11 体育館 1,189.00㎡ 1975年 45年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 105 88 102 88 83 84 84 79 64 77

2年生 97 106 89 103 89 84 84 85 79 64

3年生 100 99 108 90 103 89 84 84 85 76

合計 302 293 299 281 275 257 252 248 228 217

学級数 9 9 9 9 9 9 9 9 7 7

年

13,527.50㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎 5,535.00㎡ 1977年 43年

2 倉庫 39.00㎡ 1981年 39年

3 給食用エレベータ棟 40.00㎡ 2011年 9年

4 体育館 1,363.00㎡ 1978年 42年

※経過年数は2020年末時点

敷地面積：

建物名称

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 195 183 181 192 154 181 170 178 158 183

2年生 184 198 187 180 194 155 179 174 179 157

3年生 179 185 199 187 187 201 153 180 174 179

合計 558 566 567 559 535 537 502 532 511 519

学級数 15 15 15 15 15 16 14 16 15 14

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

14

【5】
64

・通常授業の実施
・通常授業の実施
・多目的ホール
・学習室

理科室(準備室含む) 2 131 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 2 132 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 2 132 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備室含む) 2 142 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 148 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

コンピューター室(準備室含む) 1 101 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室 1 177 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 2 26 ・教育相談 ・教育相談

無
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田無第四中学校

生徒数 学級数

（人） （学級）

（年）

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

7

【9】
63 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・生徒会室
・多目的室
・少人数教室

理科室(準備室含む) 2 132 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 132 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 2 110 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備・工具室含む) 2 146 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 140 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 132 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 141 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(資料室含む) 1 160 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 31 ・教育相談、進路相談 ・教育相談、進路相談

無
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【明保中学校】 

◆学校施設の保有量・老朽化状況 ◆児童・生徒数及び学級数の推移 

  

 

◆保有教室の活用状況 ◆備考 

 

【現在の学級数との比較】 

令和２～42年度…9～13学級の間で推移 

 

  

13,459.01㎡

No. 延床面積 建築年 経過年数

1 校舎1 4,185.00㎡ 1983年 37年

2 校舎2 476.00㎡ 1983年 37年

3 校舎3 1,233.00㎡ 1983年 37年

4 武道場 1,842.00㎡ 1983年 37年

5 給食用エレベータ棟 47.00㎡ 2011年 9年

6 体育倉庫 33.00㎡ 1983年 37年

※経過年数は2020年末時点

建物名称

敷地面積：
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1年生 127 123 103 87 125 90 125 96 124 117

2年生 121 127 129 102 88 124 90 124 97 124

3年生 100 120 127 129 100 89 126 90 124 98

合計 348 370 359 318 313 303 341 310 345 339

学級数 11 11 11 10 10 10 11 10 11 11

年

教室名 教室数
平均
面積
(㎡)

利用用途 利用実態
空きス
ペース
の有無

普通教室
【特別活動教室】

11

【6】
63 ・通常授業の実施

・通常授業の実施
・通級指導学級
・生徒会室
・学習室

理科室(準備室含む) 2 127 ・実験を伴う理科の授業 ・実験を伴う理科の授業

音楽室(準備室含む) 1 128 ・楽器演奏を伴う音楽の授業 ・楽器演奏を伴う音楽の授業

美術室(準備室含む) 2 112 ・図画工作をおこなう美術の授業 ・図画工作をおこなう美術の授業

技術室(準備室含む) 1 152 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業 ・木材加工、金属加工を伴う技術の授業

家庭科室(準備室含む) 2 152 ・調理実習を伴う家庭科の授業 ・調理実習を伴う家庭科の授業

視聴覚室 1 63 ・映像の上映を実施 ・映像の上映を実施

コンピューター室(準備室含む) 1 152 ・パソコンを使用したコンピューターの授業 ・パソコンを使用したコンピューターの授業

図書室(司書室含む) 1 126 ・書物の貸出、閲覧 ・書物の貸出、閲覧

相談室 1 33 ・教育相談 ・教育相談

進路資料・指導室 1 29 ・進路相談 ・進路相談

無
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西東京市学校施設適正規模・適正配置に関する基本方針 
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